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脱
炭
素
の
現
在
地
を
探
る

脱
炭
素
の
現
在
地
を
探
る

中
外
炉
工
業
の
技
術
開
発

ア
ー
ス
テ
ク
ニ
カ

八
千
代
・
機
械
工
場

ア
ー
ス
テ
ク
ニ
カ

八
千
代
・
機
械
工
場

金属春秋亜鉛めっき板工場新設
韓ＰＯＳＣＯ・光陽韓ＰＯＳＣＯ・光陽

車外板用、28年竣工予定

製
造
現
場
の
脱
炭
素
化
が
、技
術
開
発
か
ら
実
装
を
見
据
え
る
段
階
を
迎
え
て
い
る
。

高
温
の
熱
処
理
を
必
要
と
す
る
工
業
炉
で
は
電
化
に
加
え
、燃
焼
時
に
二
酸
化
炭
素（
Ｃ

Ｏ
2
）を
排
出
し
な
い
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
へ
の
燃
料
転
換
が
有
力
な
選
択
肢
と
な
る
。

工
業
炉
大
手
の
中
外
炉
工
業
で
は
、
水
素
燃
焼
に
つ
い
て
実
機
レ
ベ
ル
で
の
技
術
確
立

が
進
み
、
炉
側
の
燃
焼
技
術
は
実
用
化
が
十
分
に
視
野
に
入
る
水
準
ま
で
来
た
。
ア
ン

モ
ニ
ア
も
国
の
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｉ
）
基
金
を
活
用
し
、
鉄
鋼
な
ど
の

金
属
加
熱
へ
の
適
用
を
見
据
え
た
実
証
が
進
む
。
中
外
炉
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
製

造
現
場
に
お
け
る
「
脱
炭
素
の
現
在
地
」
を
探
る
。

製
造
業
は
国
内
の
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
の
約
3
割
を
占
め
、

こ
の
う
ち
鉄
鋼
は
製
造
業
全

体
の
約
4
割
に
上
る
。
2
0

5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、
高
温

の
加
熱
・
熱
処
理
工
程
を
多

く
抱
え
る
製
造
業
で
、
熱
利

用
に
伴
う
排
出
を
い
か
に
減

ら
す
か
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

実
用
化
で
先
行
す
る
の
が

水
素
だ
。
中
外
炉
は
18
年
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
工
業
用
の

汎
用
水
素
バ
ー
ナ
ー
を
共
同

開
発
し
た
。
同
社
は
燃
焼
構

造
の
工
夫
な
ど
に
よ
っ
て
低

Ｎ
Ｏ
ｘ（
窒
素
酸
化
物
）化
や

安
定
燃
焼
技
術
を
磨
き
、
直

接
加
熱
用
に
加
え
、
チ
ュ
ー

ブ
を
介
し
て
間
接
的
に
加
熱

す
る
ラ
ジ
ア
ン
ト
チ
ュ
ー
ブ

式
や
、
蓄
熱
器
で
排
熱
を
回

収
し
予
熱
に
活
用
す
る
リ
ジ

ェ
ネ
レ
ー
テ
ィ
ブ
式
な
ど
、

用
途
に
応
じ
た
水
素
バ
ー
ナ

ー
の
開
発
を
進
め
て
き
た
。

技
術
開
発
の
中
核
を
担
う

の
が
「
熱
技
術
創
造
セ
ン
タ

ー
」。23
年
11
月
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た
次
世
代

の
熱
処
理
・
燃
焼
技
術
を
開

発
す
る
研
究
施
設
と
し
て
、

堺
事
業
所
内
（
堺
市
）
に
開

設
し
た
。
従
来
の
熱
源
で
あ

る
都
市
ガ
ス

に
加
え
、
水

素
や
ア
ン
モ

ニ
ア
な
ど
を

使
っ
た
燃
焼

試
験
が
可
能

な
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
容
量

の
試
験
炉
を

導
入
す
る
な

ど
、
研
究
開

発
や
実
証
試
験
能
力
を
大
幅

に
増
強
し
て
い
る
。

同
社
の
開
発
本
部
長
補
佐

兼
開
発
統
括
部
長
で
、
Ｇ
Ｘ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
事
業
開
発

・
戦
略
部
長
を
務
め
る
友
澤

健
一
理
事
は
水
素
活
用
に
つ

い
て
、「
炉
側
の
燃
焼
技
術
そ

の
も
の
は
、
実
用
化
に
近
い

水
準
に
達
し
て
い
る
」
と
話

す
。
水
素
を
熱
源
に
活
用
す

る
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
拡

充
も
進
め
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
炉
に
適
用
可
能
な
独
自

の
制
御
シ
ス
テ
ム
「
ラ
ム
ダ

リ
ン
ク
」を
開
発
。サ
ー
モ
シ

ス
テ
ム
事
業
部
の
川
端
健
介

・
開
発
設
計
課
長
は
「
都
市

ガ
ス
や
水
素
、
空
気
な
ど
を

よ
り
緻
密
に

制
御
し
、
省

エ
ネ
性
能
の

向
上
、
Ｎ

Ｏ
ｘ
発
生
の

抑
制
、
材
料

酸
化
の
軽
減

を
可
能
と
し

た
」と
い
う
。

た
だ
、
水

素
の
燃
焼
技

術
が
実
用
化
水
準
に
近
づ
く

一
方
、
普
及
が
本
格
化
す
る

ま
で
に
は
課
題
が
残
る
。
工

業
炉
で
は
大
量
の
燃
料
を
長

時
間
に
わ
た
り
安
定
し
て
使

用
す
る
必
要
が
あ
り
、
製
造

拠
点
ま
で
の
輸
送
、
貯
蔵
設

備
、
供
給
配
管
な
ど
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
不
可
欠
と
な
る
。

水
素
価
格
も
、
既
存
の
都
市

ガ
ス
な
ど
と
比
べ
て
依
然
と

し
て
高
い
。
鉄
鋼
分
野
で
は

ス
ラ
ブ
加
熱
用
な
ど
、
よ
り

大
型
・
大
容
量
の
炉
へ
の
展

開
も
今
後
の
課
題
の
一
つ
と

な
る
。

本
格
普
及
ま
で
の
過
渡
期

に
も
Ｃ
Ｏ
2
排
出
を
減
ら
す

た
め
、
中
外
炉
は
既
存
設
備

の
省
エ
ネ
化
や
排
熱
回
収
、

燃
焼
制
御
の
高
度
化
に
も
取

り
組
む
。
燃
料
転
換
を
待
つ

の
で
は
な
く
、
現
在
使
わ
れ

て
い
る
都
市
ガ
ス
な
ど
の
燃

料
消
費
量
を
抑
え
、
段
階
的

な
排
出
削
減
に
つ
な
げ
る
考

え
だ
。

ア
ン
モ
ニ
ア
は
金
属
加

熱
へ
の
適
用
に
向
け
、
な

お
検
証
を
重
ね
る
段
階
に

あ
る
。
燃
焼
時
に
Ｃ
Ｏ
2

を
排
出
せ
ず
、
水
素
に
比

べ
て
液
化
や
輸
送
、
貯
蔵

が
し
や
す
い
一
方
、
燃
焼

し
に
く
く
、
燃
料
自
体
に

窒
素
を
含
む
こ
と
か
ら
Ｎ

Ｏ
ｘ
へ
の
対
応
が
よ
り
必

要
に
な
る
。
鉄
鋼
や
非
鉄

な
ど
の
金
属
加
熱
で
は
、

窒
化
な
ど
に
よ
る
製
品
品

質
へ
の
影
響
も
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。

中
外
炉
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の

Ｇ
Ｉ
基
金
事
業
「
製
造
分

野
に
お
け
る
熱
プ
ロ
セ
ス

の
脱
炭
素
化
」に
参
画
し
、

鉄
鋼
加
熱
炉
や
プ
ロ
セ
ス

炉
を
対
象
に
ア
ン
モ
ニ

ア
、
水
素
燃
焼
技
術
の
開

発
を
進
め
る
。
同
社
の
熱

技
術
創
造
セ
ン
タ
ー
に

は
、
国
内
最
大
級
と
さ
れ

る
大
型
試
験
炉
を
備
え
、

ア
ン
モ
ニ
ア
燃
焼
な
ど
多

様
な
試
験
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。
今
後
は
鉄
鋼
を
は

じ
め
と
す
る
金
属
加
熱
分

野
で
、
製
品
品
質
を
維
持

し
な
が
ら
安
定
運
転
で
き

る
か
な
ど
、
実
用
化
を
見

据
え
た
検
証
を
進
め
る
。

脱
炭
素
は
「
将
来
の
技

術
」
の
話
だ
け
で
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
。
水
素
で

は
炉
側
の
燃
焼
技
術
が
実

用
化
水
準
に
近
づ
き
、
今

後
は
燃
料
供
給
や
コ
ス
ト

を
含
め
、
ユ
ー
ザ
ー
が
経

済
合
理
性
を
持
っ
て
導
入

で
き
る
環
境
を
整
え
ら
れ

る
か
が
本
格
普
及
を
左
右

す
る
。
一
方
、
ア
ン
モ
ニ

ア
も
要
素
技
術
開
発
か
ら

実
機
を
想
定
し
た
実
証
へ

と
段
階
を
上
げ
て
い
る
。

中
外
炉
は
、
13
年
度
に

年
間
1
2
0
0
万
㌧
だ
っ

た
稼
働
中
の
自
社
製
品
か

ら
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
に
つ

い
て
、
26
年
度
ま
で
に
20

％
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ

る
。
25
年
度
は
13
年
度
比

23
％
減
と
な
り
、
26
年
度

目
標
を
す
で
に
上
回
る
水

準
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
50

年
に
は
13
年
度
比
で
1
0

0
％
以
上
の
削
減
に
貢
献

す
る
目
標
を
掲
げ
る
。
省

エ
ネ
や
電
化
、
水
素
、
ア

ン
モ
ニ
ア
燃
焼
技
術
な
ど

の
普
及
に
加
え
、
既
存
商

品
以
外
で
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減

貢
献
も
含
め
、
製
造
現
場

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
に
つ
な
げ
る
考
え

だ
。

（
早
間

大
吾
）

ア
ー
ス
テ
ク
ニ
カ
（
本
社
＝
東
京
都
千
代
田
区
、
西
昌
彦
社
長
）
は
砕
石

向
け
破
砕
機
で
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
り
、
2
0
2
6
年
に
古
河
機
械
金

属
の
子
会
社
に
な
っ
た
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
発
揮
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
破
砕
機
・
粉
砕
機
や
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
を
手
掛
け
、
国
内
に
お

け
る
イ
ン
フ
ラ
構
築
や
資
源
循
環
に
貢
献
し
て
い
る
同
社
八
千
代
工
場
（
千

葉
県
八
千
代
市
）
の
機
械
工
場
を
取
材
し
た
。

同
社
は
03
年
に
川
崎
重

工
業
と
神
戸
製
鋼
所
の
折

半
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
。
08
年
に
は
川
重
の

完
全
子
会
社
に
な
り
、
26

年
に
古
河
機
械
金
属
の
子

会
社
と
な
っ
た
。

京
成
電
鉄
・
勝
田
台
駅
、

東
葉
高
速
鉄
道
・
東
葉
勝

田
台
駅
か
ら
車
で
10
分
程

度
の
工
業
団
地
内
で
八
千

代
工
場
が
稼
働
。
機
械
工

場
で
は
岩
石
や
金
属
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
処
理
設
備
、
ト

ナ
ー
や
薬
品
向
け
の
微
粉

体
関
連
設
備
な
ど
を
、
ま

た
鋳
鋼
工
場
で
は
処
理
設

備
用
の
部
品
な
ど
と
し
て

活
用
す
る
鋳
鋼
品
を
そ
れ

ぞ
れ
製
造
し
て
い
る
。
工

場
の
従
業
員
は
設
計
・
製

造
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
約

2
9
0
人
で
、
協
力
会
社

の
従
業
員
を
合
わ
せ
れ
ば

3
7
0
人
程
度
と
な
っ
て

い
る
。

破
砕
機
・
粉
砕
機
で
処

理
し
た
岩
石
は
骨
材
と
し

て
路
盤
材
な
ど
に
使
わ

れ
、
ま
た
セ
メ
ン
ト
な
ど

に
混
ぜ
る
こ
と
で
建
物
や

橋
梁
向
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
材
料
に
な
る
。
環
境
リ

サ
イ
ク
ル
設
備
は
金
属
ス

ク
ラ
ッ
プ
や
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
を
再
利
用
す
る

た
め
に
活
用
。
機
械
工
場

で
手
掛
け
る
設
備
は
大
型

サ
イ
ズ
が
多
い
も
の
の
、

対
象
物
の
処
理
方
法
や
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
形
状
な

ど
、
需
要
家
の
用
途
に
応

じ
て
細
か
く
設
定
さ
れ
て

い
る
。

「
単
純
に
加
工
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
石
で

も
、
処
理
後
の
形
状
を
立

方
体
に
近
付
け
る
よ
う
ノ

ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
て
い

る
。ま
た
鉄
鋼
業
界
で
は
、

高
炉
に
吹
き
込
む
微
粉
炭

を
効
率
良
く
燃
焼
で
き
る

サ
イ
ズ
に
す
る
。
鉱
山
採

掘
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
み

を
砕
か
ず
に
確
保
す
る
優

先
破
砕
を
追
求
し
た
特
殊

な
破
砕
機
も
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。
八
千
代
工

場
は
設
置
後
56
年
目
に
入

り
、
長
い
歴
史
の
中
で
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て

き
た
」（
西
社
長
）と
い
う
。

対
象
物
を
破
砕
・
粉
砕

す
る
際
に
大
き
な
衝
撃
力

を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
処

理
設
備
に
は
高
い
強
度
と

耐
久
性
が
求
め
ら
れ
る
。

回
転
す
る
刃
や
ハ
ン
マ

ー
、
ロ
ー
タ
ー
な
ど
を
覆

う
ケ
ー
シ
ン
グ
に
は
最
大

2
0
0
㍉
の
厚
鋼
板
を
加

工
・
溶
接
し
て
組
み
立
て

る
。
造
船
向
け
を
得
意
と

し
て
い
た
川
重
の
厚
板
溶

接
技
術
が
生
き
て
お
り
、

高
い
精
度
で
効
率
良
く
溶

接
し
て
い
る
の
が
特
長
で

あ
る
。

製
品
の
サ
イ
ズ
が
大
き

く
、
厚
鋼
板
を
は
じ
め
素

材
を
切
断
し
た
り
、
プ
レ

ス
す
る
加
工
設
備
は
す
べ

て
が
大
型
。
3
6
0
度
回

転
す
る
溶
接
ポ
ジ
シ
ョ
ナ

ー
な
ど
を
設
置
し
て
お

り
、
複
雑
な
内
部
構
造
に

お
い
て
、
高
品
質
で
高
効

率
の
溶
接
作
業
を
実
現
し

て
い
る
。
仮
付
け
溶
接
を

施
し
て
仮
組
み
し
、
検
査

し
た
後
、本
溶
接
に
移
る
。

破
砕
時
や
粉
砕
時
の
衝

撃
を
受
け
な
が
ら
繰
り
返

し
利
用
す
る
た
め
、
処
理

対
象
物
に
接
触
す
る
ク
ラ

ッ
シ
ャ
ー
用
歯
板
や
、
シ

ュ
レ
ッ
ダ
用
ハ
ン
マ
ー
に

は
耐
摩
耗
性
の
高
い
鋳
鋼

品
が
使
わ
れ
る
。
こ
の
鋳

鋼
品
は
鋳
鋼
工
場
で
製
作

さ
れ
、
ク
ロ
ム
や
マ
ン
ガ

ン
の
含
有
量
が
高
い
鋳
鉄

や
鋳
鋼
を
主
体
に
幅
広
い

鋼
種
を
手
掛
け
て
お
り
、

機
械
関
連
事
業
を
下
支
え

し
て
い
る
。

機
械
関
連
は
ア
ー
ス
テ

ク
ニ
カ
の
コ
ア
事
業
で
あ

り
、
各
種
設
備
ト
ー
タ
ル

の
年
間
受
注
台
数
は
1
6

0
―
2
0
0
台
で
推
移
。

国
内
で
は
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
に
よ
っ
て
市
場

が
縮
小
す
る
中
、「
破
砕
機

・
粉
砕
機
の
販
売
シ
ェ
ア

を
拡
大
し
な
が
ら
、
技
術

・
ノ
ウ
ハ
ウ
に
磨
き
を
か

け
て
、
こ
れ
か
ら
も
伸
長

が
期
待
で
き
る
環
境
リ
サ

イ
ク
ル
分
野
に
注
力
す

る
」（
同
）
と
意
気
込
む
。

同
時
に
、
機
械
工
場
の

さ
ら
な
る
効
率
化
に
も
取

り
組
む
。
機
械
工
場
の
加

工
設
備
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
取
り
付
け
、
工
程
ご
と

に
進
ち
ょ
く
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
当

社
は
少
量
多
品
種
で
あ

り
、
現
在
手
掛
け
て
い
る

製
品
に
つ
い
て
、
次
に
受

注
す
る
時
期
を
予
測
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
製
作
時

間
を
正
確
に
記
録
す
る
こ

と
で
、
過
去
・
現
在
・
未

来
に
お
い
て
比
較
す
る
こ

と
が
可
能
。
加
工
す
る
時

間
よ
り
も
、
加
工
前
に
検

証
す
る
時
間
に
差
が
生
じ

る
こ
と
が
多
く
、
技
能
・

ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
を
進
め

な
が
ら
、
ト
ー
タ
ル
で
の

作
業
時
間
の
短
縮
に
努
め

て
い
き
た
い
」（
同
）

エ
ン
ジ
ン
用
軽
油
使
用

量
が
2
―
3
割
減
り
、
省

エ
ネ
効
果
が
得
ら
れ
る
自

走
式
破
砕
機
を
す
で
に
市

場
に
投
入
。
環
境
リ
サ
イ

ク
ル
設
備
で
は
、
ト
ヨ
キ

ン
（
本
社
＝
愛
知
県
豊
田

市
）
と
「
高
マ
ン
ガ
ン
鋼

板
選
別
装
置
」
を
共
同
で

開
発
。
ま
た
ト
ラ
ブ
ル
を

回
避
し
な
が
ら
最
適
な
処

理
が
可
能
に
な
る
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
シ
ュ
レ
ッ
ダ

ー
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
自
動
投

入
装
置
の
開
発
を
終
え
て

い
る
。

八
千
代
工
場
構
内
に
は

テ
ス
ト
用
の
破
砕
機
・
粉

砕
機
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

関
連
設
備
を
20
台
以
上
置

い
て
、
需
要
家
が
求
め
る

処
理
精
度
な
ど
を
実
現
し

て
い
る
か
を
、
実
機
に
近

い
設
備
を
用
い
て
稼
働
テ

ス
ト
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ー
ス
テ
ク
ニ
カ
は
27

年
4
月
に
古
河
機
械
金
属

の
完
全
子
会
社
と
な
る
予

定
で
、
古
河
機
械
金
属
グ

ル
ー
プ
内
に
お
い
て
技
術

開
発
、
販
売
な
ど
で
古
河

産
機
シ
ス
テ
ム
ズ
と
の
シ

ナ
ジ
ー
発
揮
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。（
濱
坂

浩
司
） 今

年
も
猛
暑
が
体
に
こ
た
え
た
。
金

属
業
界
の
現
場
で
働
く
方
々
も
大
変
だ

っ
た
だ
ろ
う
。
現
場
の
猛
暑
対
策
は
も

は
や
不
可
避
の
課
題
で
あ
り
、
工
場
の

全
館
空
調
を
整
備
す
る
話
も
多
く
な
っ

て
き
た
。残
暑
は
ま
だ
続
く
。取
り
あ
え

ず
食
べ
て
体
力
回
復
を
図
り
た
い
と
こ
ろ
だ
▼
畑

で
採
れ
た
と
い
っ
て
知
人
か
ら
大
量
の
秋
ナ
ス
を

も
ら
っ
た
。
濃
紫
の
皮
が
つ
や
つ
や
光
り
、
色
合

い
は
宝
石
の
よ
う
。
あ
り
が
た
く
焼
き
な
す
を
作

っ
て
夕
餉
（
ゆ
う
げ
）
の
主
役
と
し
た
▼
食
べ
な

が
ら
秋
ナ
ス
は
嫁
に
食
わ
す
な
と
い
う
慣
用
句
を

思
い
出
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
あ
る
ら
し

い
。
お
い
し
い
の
で
嫁
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
と
い

う
い
び
り
説
、
夏
バ
テ
で
疲
れ
た
体
が
冷
え
る
の

で
食
べ
さ
せ
な
い
と
い
う
嫁
を
い
た
わ
る
説
な

ど
。
嫁
を
夜
目
（
よ
め
）
が
利
い
て
夜
に
活
動
す

る
ネ
ズ
ミ
と
し
、
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
用
心
す
る

説
も
あ
る
。
秋
ナ
ス
は
た
く
さ
ん
残
っ
た
が
、
冷

蔵
庫
に
あ
る
の
で
ネ
ズ
ミ
の
心
配
は
な
い
だ
ろ
う

▼
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る
と
、
き
ょ
う
9
月
9
日
は

重
陽
の
節
句
。
調
べ
て
み
る
と
、
昔
か
ら
秋
の
味

覚
を
楽
し
み
な
が
ら
、
菊
の
花
び
ら
を
浮
か
べ
た

菊
酒
で
長
寿
を
願
う
風
習
が
あ
る
ら
し
い
。
秋
ナ

ス（
と
酒
）を
消
費
す
る
口
実
が
こ
れ
で
で
き
た
。

韓
国
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は

8
日
、4
8
0
0
億
㌆（
約

5
6
0
億
円
）
を
投
じ
て

光
陽
製
鉄
所
に
新
設
す
る

年
産
45
万
㌧
規
模
の
自
動

車
外
板
用
溶
融
亜
鉛
め
っ

き
工
場
（
8
Ｃ
Ｇ
Ｌ
）
の

着
工
式
を
行
っ
た
。
式
典

に
は
イ
・
ヒ
グ
ン
社
長
を

は
じ
め
同
社
首
脳
、
パ
ク

・
ソ
ン
ヒ
ョ
ン
光
陽
市
長

ら
が
出
席
し
た
。

今
回
着
工
し
た
8
Ｃ
Ｇ

Ｌ
は
自
動
車
外
板
用
溶
融

亜
鉛
め
っ
き
鋼
板
に
特
化

し
た
工
場
で
、
2
0
2
8

年
の
竣
工
を
予
定
。
Ｐ
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
溶
融
亜
鉛

め
っ
き
鋼
板
工
場
の
新
設

は
17
年
以
来
9
年
ぶ
り
。

高
級
化
・
大
型
化
が
進
む

自
動
車
産
業
の
ト
レ
ン
ド

に
合
わ
せ
た
次
世
代
自
動

車
用
鋼
板
の
生
産
を
拡

大
。今
回
の
投
資
で
、Ｐ
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
溶
融
亜
鉛
め
っ

き
鋼
板
の
生
産
能
力
は
4

9
5
万
㌧
に
拡
大
す
る
。

8
Ｃ
Ｇ
Ｌ
は
新
設
の
電

気
炉
と
連
携
し
、
低
炭
素

自
動
車
用
鋼
板
生
産
の
主

要
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
。
電
気
炉
鋼
板
に

特
化
し
た
超
高
温
熱
処
理

設
備
を
導
入
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
完
成
車
メ
ー
カ
ー
の

低
炭
素
鋼
材
需
要
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、中
・
大
型

以
上
の
Ｓ
Ｕ
Ｖ
や
Ｒ
Ｖ
な

ど
の
車
体
外
板
に
使
わ
れ

る
広
幅
自
動
車
用
鋼
板
の

生
産
体
制
も
強
化
す
る
。

式
典
で
イ
・
ヒ
グ
ン
社

長
は
、「
今
回
は
将
来
の
競

争
力
を
強
化
す
る
た
め
の

戦
略
的
投
資
。
次
世
代
高

品
質
自
動
車
用
鋼
板
の
生

産
が
可
能
で
、
原
価
お
よ

び
技
術
競
争
力
が
一
段
と

向
上
す
る
設
備
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ロ

ー
バ
ル
競
争
下
で
Ｐ
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
の
技
術
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
さ
ら
に
強
固
に
し

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

アンモニア、ＮＯｘ対応など課題

友
澤
理
事

2026.9.9

炉
燃
料
、水
素
が
実
装
目
前

燃
焼
実
験
の
様
子
。
水
素
は
実
用
化
に
近
い
水
準
に
達

し
て
い
る
㊤
、ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
っ
た
実
験
も
進
め
る

川
端
・
開
発
設
計
課
長

破砕・粉砕機で資源循環に貢献

ＮＣプラズマ切断機㊤と中型ＮＣ横中ぐり盤

日刊産業新聞26.9.9

衝
撃
力
に
耐
え
る
技
術
培
う




